
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 上田安子服飾専門学校 
設置者名 学校法人上田学園 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

ファッション 

専門課程 

ﾌｧｯｼｮﾝﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽ

学科 

夜 ・

通信 
３６０ ３２０  

ﾄｯﾌﾟｸﾘｴｲﾀｰ学科 
夜 ・

通信 
３３０ ２４０  

ﾌ ｧ ｯ ｼ ｮ ﾝ ｸ ﾘ ｴ ｲ ﾀ ｰ 

学科 

夜 ・

通信 
３３０ ２４０  

ﾌｧｯｼｮﾝｸﾘｴｲﾀｰｱﾄﾞ

ﾊﾞﾝｽ学科 

夜 ・

通信 
１８０ １６０  

ﾌ ｧ ｯ ｼ ｮ ﾝ ｸ ﾘ ｴ ｲ ﾀ ｰ 

夜間学科 

夜 ・

通信 
３２４ １３５  

ﾌ ｧ ｯ ｼ ｮ ﾝ ﾋ ﾞ ｼ ﾞ ﾈ ｽ 

学科ﾄｯﾌﾟﾏﾈｰｼﾞﾒﾝ

ﾄｺｰｽ 

夜 ・

通信 
１９２ １６０  

ﾌ ｧ ｯ ｼ ｮ ﾝ ﾋ ﾞ ｼ ﾞ ﾈ ｽ 

学科ﾌｧｯｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈ

ｽｺｰｽ 

夜 ・

通信 
１８０ １６０  

ﾌ ｧ ｯ ｼ ｮ ﾝ ﾋ ﾞ ｼ ﾞ ﾈ ｽ 

学科ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙﾌｧｯｼ

ｮﾝ・ﾋﾞｼﾞﾈｽｺｰｽ 

夜 ・

通信 
１８０ １６０  

ﾌ ｧ ｯ ｼ ｮ ﾝ ﾋ ﾞ ｼ ﾞ ﾈ ｽ 

学科ｽﾀｲﾘｽﾄｺｰｽ 

夜 ・

通信 
２４０ １６０  

ｽﾀｲﾘﾝｸﾞﾌｫﾄ学科 
夜 ・

通信 
２４０ ２４０  

ﾌ ｧ ｯ ｼ ｮ ﾝ ｸ ﾗ ﾌ ﾄ 

ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 

（3年制） 

夜 ・

通信 
２４０ ２４０  

ﾌ ｧ ｯ ｼ ｮ ﾝ ｸ ﾗ ﾌ ﾄ 

ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 

（2年制） 

夜 ・

通信 
２４０ １６０  

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

学校ホームページ https://www.ucf.jp/information/ 



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 上田安子服飾専門学校 
設置者名 学校法人上田学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
HP 上に公開 URL:http://www.uedagakuen.ac.jp/ 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

 

非常勤 

 

 

大学名誉教授 他 

（平成 13 年 10 月～） 

 

平成 23 年 6 月

1日～令和8年

6月 23 日 
学校教育関係 等 

 

非常勤 

 

 

会社役員 他 

（平成 16 年 5 月～） 

 

平成 24 年 4 月

1日～令和8年

6月 23 日 
不動産関係 等 

非常勤 

 

芸術大学教授 他 

（令和 4年 3 月～） 

 

令和 4 年 6 月

24 日～令和 8

年 6月 23 日 

 

デザイン関係 等 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
学校名 上田安子服飾専門学校 
設置者名 学校法人上田学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

教育課程編成委員会・外部委員の意見等を参考にしながら各学科で検討したカリキュ

ラムを９月の学科長会議に上程し、カリキュラム構成を決定する。 

これに基づき各学科で科目担当を割り振り、担当者がシラバスを作成し、年度末に教

務部が取りまとめを行う。 

 

点検の後、学生には４月の授業時に各担当から発表し、一般には HP にて公表する。 

 

授業計画書の公表方法 
学校ホームページ  

URL: https://www.ucf.jp/information/ 
２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 
実習・演習科目においては、取り組む際に、各課題の到達目標・評価基準を学生に伝

えることを基本とし、課題返却時に各自の習熟度が理解しやすいように努めている。 

講義科目においては、小テストやレポート添削によって双方向の教育を実施するよう 

努めている。 

また産学官の取り組みに際しては、事業の事前・事後のレポートを課すなどして、学

生が自らの変化に気づきを与えられるよう取り組む。 

試験週間には実習授業も含め、すべての科目で試験を実施し、客観的な評価の把握に

努めている。 

 

こうした結果を集計し、１００点満点で評価を行い、単位を認定している。 

 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

成績を各科目１００点満点で評価し、科目ごとに平均点を計算し、成績分布の把握に

努めている。 

 



  

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
「指導要項」および「客観的な指標の算出方法」を上田安子

服飾専門学校教務部で保管、閲覧可 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

規定の出席日数を満たし、規定の課題を提出し、試験に合格することにより、 

所定の単位数を取得すること。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
学校ホームページ  

URL: https://www.ucf.jp/information/ 
 

  



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 上田安子服飾専門学校 

設置者名 学校法人上田学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 HP 上で公表 http://www.uedagakuen.ac.jp/finance.html 
収支計算書又は損益計算書 HP 上で公表 http://www.uedagakuen.ac.jp/finance.html 
財産目録 学園本部保管・閲覧可 
事業報告書 学園本部保管・閲覧可 
監事による監査報告（書） 学園本部保管・閲覧可 

 

 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

服飾家政 
ファッション

専門課程 

ファッション・ 

プロデュース学科 
＿ ○ 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

４年 

 

 

 昼 

３８７４ 

単位時間 

２５０ 

単位時間 

１８９４

単位時間 

１７３０

単位時間 ― ― 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

１２０人 ９９人 １人 ３人 １０人 １３人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

技術・感性・知性の各々の要素のひとつひとつを培いながら、日本の優れたものづく

りに貢献できる、ファッション産業における企画・流通部門の専門人材を育成するこ

とを目標としている。 

ファッション商品の製造から流通に至る過程を、企業等との連携によるプログラム等

を活用しながら、作品の実製作から販売にいたるまで演習をとおして学修する。 
グローバルな視点を持った人材を養成するべく在学中、2 回の海外研修を実施する。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

試験、提出課題、授業態度を評価する。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

規定の出席日数を満たし、規定の課題を提出し、試験に合格する。 

学修支援等 



  

（概要） 

ITC を活用した学修を進めるべく個人で PC を所有する際に学校が援助している。ま

た産業界と連携したプログラムを実施するため、企業等の見学を充実させるとともに 

素材提供等の支援を受けている。海外研修の事前学習としては外国語教育プログラム

の充実に努めている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 １５人

（100％）

０人 

（0％） 

７人

（46.7％）

８人

（53.3％）

（主な就職、業界等） 

ﾌｧｯｼｮﾝ関連企業、ｱﾊﾟﾚﾙおよび雑貨ﾒｰｶｰ、専門店 等 

（就職指導内容） 

ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝｾﾐﾅｰ、就職試験対策講座、卒業生ﾄｰｸｾﾐﾅｰ、校内企業ｾﾐﾅｰ、ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

ﾌｧｯｼｮﾝ色彩検定、ﾌｧｯｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽ検定、ﾌｧｯｼｮﾝ販売検定、ﾊﾟﾀｰﾝ検定 等 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 ８７ 人 １７人 19.5％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更・学業不振 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担当教員による補習・個人面談、上級教員による個人面談・カウンセリング等 

 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

服飾家政 
ファッション

専門課程 

トップクリエイター

学科 
○ ＿ 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３年 

 

 

 昼 

 

２７２２ 

単位時間 

４９０単

位時間 

５８２ 

単位時間 

１６５０

単位時間 ― 

   

― 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

１００人 ９８人 １人 ３人 １３人 １６人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 



  

（概要） 

技術・感性・知性の各々の要素のひとつひとつを培いながら、日本の優れたものづく

りに貢献できる、アパレル産業における企画・製造部門の専門人材を育成することを

目標としている。 

アパレル商品の製造から流通に至る過程を、企業等との連携によるプログラム等を活

用しながら、作品の実製作から販売にいたるまで演習をとおして学修する。 
グローバルな視点からのファッション産業を体感するべく、３年次には海外で作品発

表の研修を実施する。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 
試験、提出課題、授業態度を評価する。 
 
卒業・進級の認定基準 

（概要） 

規定の出席日数を満たし、規定の課題を提出し、試験に合格する。 

学修支援等 

（概要） 

産業界と連携したプログラムを実施するため、企業等の見学を充実させるとともに 

素材提供等の支援を受けている。また海外展示会の製作に際し、学校が工賃等を支援

している。 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ３０人

（100％）

２人 

（6.6％） 

１４人

（46.7％）

１４人

（46.7％）

（主な就職、業界等） 

アパレル企業、雑貨メーカー、専門店、舞台衣装関連事業等 

（就職指導内容） 

ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝｾﾐﾅｰ、就職試験対策講座、卒業生ﾄｰｸｾﾐﾅｰ、校内企業ｾﾐﾅｰ、ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

ﾌｧｯｼｮﾝ色彩検定、ﾌｧｯｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽ検定、ﾌｧｯｼｮﾝ販売検定、ﾊﾟﾀｰﾝ検定 等 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 １１５人 １５人 13.0％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更・学業不振 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担当教員による補習・個人面談、上級教員による個人面談・カウンセリング等 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

服飾家政 
ファッション

専門課程 

ファッション   

クリエイター学科 
○ ＿ 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３年 

 

 

 昼 

 

２７２２ 

単位時間 

４９０単

位時間 

５８２ 

単位時間 

１６５０

単位時間 ― ― 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

４２０人 ４２３人 ４人 １４人 ４２人 ５６人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

技術・感性・知性の各々の要素のひとつひとつを培いながら、日本の優れたものづく

りに貢献できる、アパレル産業における企画・製造部門の専門人材を育成することを

目標としている。 

アパレル商品の製造から流通に至る過程や、衣装製作等の実践について企業等との連

携によるプログラム等を活用しながら、作品の実製作から販売にいたるまで演習をと

おして学修する。 
成績評価の基準・方法 

（概要） 
試験、提出課題、授業態度を評価する。 
 
卒業・進級の認定基準 

（概要） 

規定の出席日数を満たし、規定の課題を提出し、試験に合格する。 

学修支援等 

（概要） 

産業界と連携したプログラムを実施するため、企業等の見学を充実させるとともに 

素材提供等の支援を受けている。 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 １３６人 

（100％） 

３人

（2.2％）

１０３人

（75.7％）

３０人

（22.1％）

（主な就職、業界等） 

アパレル企業、雑貨メーカー、専門店、舞台衣装関連事業等 

（就職指導内容） 

ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝｾﾐﾅｰ、就職試験対策講座、卒業生ﾄｰｸｾﾐﾅｰ、校内企業ｾﾐﾅｰ、ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

ﾌｧｯｼｮﾝ色彩検定、ﾌｧｯｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽ検定、ﾌｧｯｼｮﾝ販売検定、ﾊﾟﾀｰﾝ検定 等 



  

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

４５６人 ４６人 10.1％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更・学業不振 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担当教員による補習・個人面談、上級教員による個人面談・カウンセリング等 

 
 

 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

服飾家政 
ファッション

専門課程 

ファッションクリエ

イター夜間学科 
○ ＿ 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３年 

 

 

 夜 

 

１７１８単位時間 

 

５７ 

単位時間 

１０５ 

単位時間 

１５４８

単位時間  ＿ ＿ 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

１２０人 ４０人 ０人 ３人 ７人 １０人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）技術・感性・知性の各々の要素のひとつひとつを培いながら、日本の優れた

ものづくりに貢献できる、アパレル産業における企画・製造部門の専門人材を育成す

ることを目標としている。 

アパレル商品の製造から流通に至る過程を、企業との連携によるプログラム等を活用

しながら、作品の実製作から販売にいたるまで演習をとおして学修する。 
成績評価の基準・方法 

（概要） 
試験、提出課題、授業態度を評価する。 
 
卒業・進級の認定基準 

（概要） 

規定の出席日数を満たし、規定の課題を提出し、試験に合格する。 

学修支援等 

（概要） 

産業界と連携したプログラムを実施するため、企業等の見学を充実させるとともに 

素材提供等の支援を受けている。 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 １４人

（100％）

０人 

（0％） 

８人

（57.1％）

６人

（42.9％）

（主な就職、業界等） 

アパレル企業、雑貨メーカー、専門店、舞台衣装関連事業等 

（就職指導内容） 

ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝｾﾐﾅｰ、就職試験対策講座、卒業生ﾄｰｸｾﾐﾅｰ、校内企業ｾﾐﾅｰ、ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

ﾌｧｯｼｮﾝ色彩検定、ﾌｧｯｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽ検定、ﾌｧｯｼｮﾝ販売検定、ﾊﾟﾀｰﾝ検定 等 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  ５０人 １３人 26.0％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更・学業不振 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担当教員による補習・個人面談、上級教員による個人面談・カウンセリング等 

 
 
 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

服飾家政 
ファッション

専門課程 

ﾌｧｯｼｮﾝｸﾘｴｲﾀｰｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ

学科 
○ ＿ 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 

 

 

 昼 

 

１９６６単位時間 

 

２００ 

単位時間 

５９６ 

単位時間 

１１７０

単位時間 ＿ ＿ 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

４０人 ２１人 ０人 ２人 １３人 １５人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

技術・感性・知性の各々の要素のひとつひとつを培いながら、日本の優れたものづく

りに貢献できる、アパレル産業における企画・製造部門の専門人材を育成することを

目標としている。 

アパレル商品の製造から流通に至る過程や、衣装製作等の実践について企業等との連



  

携によるプログラム等を活用しながら、作品の実製作から販売にいたるまで演習をと

おして学修する。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 
試験、提出課題、授業態度を評価する。 
 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

規定の出席日数を満たし、規定の課題を提出し、試験に合格する。 

学修支援等 

（概要） 

産業界と連携したプログラムを実施するため、企業等の見学を充実させるとともに 

素材提供等の支援を受けている。 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ９人 

（100％） 

１人

（11.1％）

7人

（77.8％）

１人

（11.1％）

（主な就職、業界等） 

アパレル企業、雑貨メーカー、専門店、舞台衣装関連事業等 

（就職指導内容） 

ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝｾﾐﾅｰ、就職試験対策講座、卒業生ﾄｰｸｾﾐﾅｰ、校内企業ｾﾐﾅｰ、ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

ﾌｧｯｼｮﾝ色彩検定、ﾌｧｯｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽ検定、ﾌｧｯｼｮﾝ販売検定、ﾊﾟﾀｰﾝ検定 等 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

２０人 １ 人 5.0％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更・学業不振 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担当教員による補習・個人面談、上級教員による個人面談・カウンセリング等 

 
 
 
 



  

 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

服飾家政 
ファッション

専門課程 

ﾌｧｯｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽ学科 

ﾄｯﾌﾟﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄｺｰｽ 
○ ＿ 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 

 

 

 昼 

 

１８１６単位時間 

 

７９０ 

単位時間 

５９６ 

単位時間 

４３０ 

単位時間 ＿ ＿ 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

２２０人の 

内数 ９人 ０人 ２人 １３人 １５人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）技術・感性・知性の各々の要素のひとつひとつを培いながら、ショップやブ

ランドの企画・運営・広報わたるファッションビジネスの専門人材を育成することを

目標としている。 

アパレル商品の企画から流通に至る過程を、企業との連携によるプログラム等を活用

しながら、商品の企画・提案から販売にいたるまで演習をとおして学修する。 
グローバルな視点からのファッション産業を体感するべく、２年次には海外でバイイ

ング等の研修を実施する。 
成績評価の基準・方法 

（概要） 
試験、提出課題、授業態度を評価する。 
 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

規定の出席日数を満たし、規定の課題を提出し、試験に合格する。 

学修支援等 

（概要） 

産業界と連携したプログラムを実施するため、企業等の見学を充実させるとともに、

課題の発表時に企業の審査員を招請し、評価を受けている。 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ９人 

（100％） 

０人 

（0％） 

９人

（100％）

０人

（0％）

（主な就職、業界等） 

アパレル企業、雑貨メーカー、小売業 



  

（就職指導内容） 

ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝｾﾐﾅｰ、就職試験対策講座、卒業生ﾄｰｸｾﾐﾅｰ、校内企業ｾﾐﾅｰ、ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

ﾌｧｯｼｮﾝ色彩検定、ﾌｧｯｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽ検定、ﾌｧｯｼｮﾝ販売検定 等 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  ２０６人の内数 ２６人の内数 12.6％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更・学業不振 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担当教員による補習・個人面談、上級教員による個人面談・カウンセリング等 

 
 
 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

服飾家政 
ファッション

専門課程 

ﾌｧｯｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽ学科 

ﾌｧｯｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽｺｰｽ 
○ ＿ 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 

 

 

昼 

 

１８１６単位時間 

 

790 単位

時間 

５９６ 

単位時間 

４３０ 

単位時間 ＿ ＿ 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

２２０人の 

内数 ５６人 ０人 ３人 １４人 １７人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）技術・感性・知性の各々の要素のひとつひとつを培いながら、ショップやブ

ランドの企画・運営・広報わたるファッションビジネスの専門人材を育成することを

目標としている。 

ファッション商品の企画から流通に至る過程を、企業との連携によるプログラム等を

活用しながら、商品の企画・提案から販売にいたるまで演習をとおして学修する。 
成績評価の基準・方法 

（概要） 
試験、提出課題、授業態度を評価する。 
 

卒業・進級の認定基準 



  

（概要） 

規定の出席日数を満たし、規定の課題を提出し、試験に合格する。 

学修支援等 

（概要） 

産業界と連携したプログラムを実施するため、企業等の見学を充実させるとともに、

課題の発表時に企業の審査員を招請し、評価を受けている。 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ３１人 

（100％） 

２人 

（ 9.4％） 

人

（75.0％）

５人

（15.6％）

（主な就職、業界等） 

アパレル企業、雑貨メーカー、小売業 

（就職指導内容） 

ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝｾﾐﾅｰ、就職試験対策講座、卒業生ﾄｰｸｾﾐﾅｰ、校内企業ｾﾐﾅｰ、ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

ﾌｧｯｼｮﾝ色彩検定、ﾌｧｯｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽ検定、ﾌｧｯｼｮﾝ販売検定 等 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  ２０６人の内数 ２６人の内数 12.6％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更・学業不振 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担当教員による補習・個人面談、上級教員による個人面談・カウンセリング等 

 

 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

服飾家政 
ファッション

専門課程 

ﾌｧｯｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽ学科 

ｽﾀｲﾘｽﾄｺｰｽ 
○ ＿ 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 

 

 

 昼 

 

１８１６ 単位時間 

７９０ 

単位時間 

５９６ 

単位時間 

４３０ 

単位時間 ＿ ＿ 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 



  

２３０人の 

内数 ９６人 ０人 ３人 １４人 １７人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）技術・感性・知性の各々の要素のひとつひとつを培いながら、ショップやブ

ランド等の広報にかかるファッションビジネスの専門人材を育成することを目標とし

ている。 

主としてファッション商品の広報にかかる過程を企業との連携によるプログラム等を

活用しながら演習をとおして学修する。 
成績評価の基準・方法 

（概要） 
試験、提出課題、授業態度を評価する。 
 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

規定の出席日数を満たし、規定の課題を提出し、試験に合格する。 

学修支援等 

（概要） 

産業界と連携したプログラムを実施するため、各種ファッションイベントにおけるス

タイリスト業務等の研修を充実させている。 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ５１人  

（100％） 

0 人 

（0％） 

３６人

（87.8％）

５人 

（12.2％）

（主な就職、業界等） 

スタイリスト事務所、フォトスタジオ、アパレル企業、雑貨メーカー、小売業 

（就職指導内容） 

ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝｾﾐﾅｰ、就職試験対策講座、卒業生ﾄｰｸｾﾐﾅｰ、校内企業ｾﾐﾅｰ、ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

ﾌｧｯｼｮﾝ色彩検定、ﾌｧｯｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽ検定、ﾌｧｯｼｮﾝ販売検定 等 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の

数 

中退率 

  ２０６人の内数 ２６人の内数 12.6％ 



  

（中途退学の主な理由） 

進路変更・学業不振 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担当教員による補習・個人面談、上級教員による個人面談・カウンセリング等 

 
 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

服飾家政 
ファッション

専門課程 

ﾌｧｯｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽ学科 

ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙﾌｧｯｼｮﾝ・ﾋﾞｼﾞ

ﾈｽｺｰｽ 

○ ＿ 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 

 

 

 昼 

 

１８１６ 

単位時間 

７９０ 

単位時間 

５９６ 

単位時間 

４３０ 

単位時間 ＿ ＿ 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

２２０人の 

内数 ６人 ０人 １人 ５人 ６人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）技術・感性・知性の各々の要素のひとつひとつを培いながら、ショップやブ

ランドの企画・運営・広報わたるファッションビジネスの専門人材を育成することを

目標としている。 

主としてドレススタイリングに特化したカリキュラムを企業との連携によるプログラ

ム等を活用しながら演習をとおして学修する。 

 
成績評価の基準・方法 

（概要） 
試験、提出課題、授業態度を評価する。 
 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

規定の出席日数を満たし、規定の課題を提出し、試験に合格する。 

学修支援等 

（概要） 

産業界と連携したプログラムを実施するため、ホテル業者等と連携し、校外での研修

を充実させている。 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 
― ― ― ― 



  

（主な就職、業界等） 

ブライダルサロン、スタイリスト事務所、フォトスタジオ、アパレル企業、小売業 

（就職指導内容） 

ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝｾﾐﾅｰ、就職試験対策講座、卒業生ﾄｰｸｾﾐﾅｰ、校内企業ｾﾐﾅｰ、ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

ﾌｧｯｼｮﾝ色彩検定、ﾌｧｯｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽ検定、ﾌｧｯｼｮﾝ販売検定 等 

（備考）（任意記載事項） 

令和 4年度に新設のコース 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の

数 

中退率 

２０６人の内数 26 人の内数 12.6％ 

（中途退学の主な理由） 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担当教員による補習・個人面談、上級教員による個人面談・カウンセリング等 

 
 
 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

服飾家政 
ファッショ

ン専門課程 

スタイリングフォト

学科 
〇 ＿ 

修業 

年限 昼夜 

全課程の修了に必要な

総授業時数又は総単位

数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３年 

 

 

昼 

 

２７３０ 

単位時間 

２７９ 

単位時間 

２０３１

単位時間 

４２０単

位時間 ＿ ＿ 

単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

６０人 １１人 ０人 ２人 ６人 ８人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）技術・感性・知性の各々の要素のひとつひとつを培いながら、ファッション

ブランド等の広報にかかる専門人材を育成することを目標としている。 

ファッション商品の広報について企業との連携によるプログラム等を活用しながら、

演習をとおして学修する。 
グローバルな視点からのファッション産業を体感するべく、３年次には海外で作品発

表の研修を実施する。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 
試験、提出課題、授業態度を評価する。 
 



  

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

規定の出席日数を満たし、規定の課題を提出し、試験に合格する。 

学修支援等 

（概要） 

撮影機材等の充実に加え、海外研修のための外国語教育プログラムの充実に努めてい

る。 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 

就職者数 

（自営業を含

む。） 

その他 

 ３人 

（100％） 

０人

（0％）

１人

（33.3％）

１人 

（66.7％）

（主な就職、業界等） 

フォトスタジオ、写真家事務所、アパレル企業、雑貨メーカー、小売業 等 

（就職指導内容） 

ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝｾﾐﾅｰ、就職試験対策講座、卒業生ﾄｰｸｾﾐﾅｰ、校内企業ｾﾐﾅｰ、ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

ﾌｧｯｼｮﾝ色彩検定、ﾌｧｯｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽ検定 等 

（備考）（任意記載事項） 

令和元年度の新設学科により卒業生はなし。 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の

数 

中退率 

  １３人 ３人 23.1％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更・学業不振 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担当教員による補習・個人面談、上級教員による個人面談・カウンセリング等 

 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

服飾家政 
ファッショ

ン専門課程 

ファッションクラフ

トデザイン学科 

（3年制） 
○ ＿ 

修業 

年限 昼夜 

全課程の修了に必要な

総授業時数又は総単位

数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 



  

３年 

 

 

 昼 

２７３０ 

単位時間 

１８０ 

単位時間  

４１０ 

単位時間 

２１４０

単位時間 ＿ ＿ 

単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

６０人 １２人 ０人 ２人 ９人 １１人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）技術・感性・知性の各々の要素のひとつひとつを培いながら、日本の優れた

ものづくりに貢献できる、シューズ・バッグ産業における企画・製造部門の専門人材

を育成することを目標としている。 

商品の製造から流通に至る過程を、企業との連携によるプログラム等を活用しながら、

作品の実製作から販売にいたるまで演習をとおして学修する。 
グローバルな視点からのファッション産業を実感するべく、３年次には海外で作品製

作および発表の研修を実施する。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 
試験、提出課題、授業態度を評価する。 
 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

規定の出席日数を満たし、規定の課題を提出し、試験に合格する。 

学修支援等 

（概要） 

産業界と連携したプログラムを実施するため、企業等の見学を充実させるとともに素

材提供等の支援を受けている。 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 

就職者数 

（自営業を含

む。） 

その他 

 ２人 

（100％）

０人

（0％）

１人

（50％）

１人

（50％）

（主な就職、業界等） 

シューズ・バッグ製造企業、雑貨メーカー、小売業 等 

（就職指導内容） 

ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝｾﾐﾅｰ、就職試験対策講座、卒業生ﾄｰｸｾﾐﾅｰ、校内企業ｾﾐﾅｰ、ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

ﾌｧｯｼｮﾝ色彩検定、ﾌｧｯｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽ検定、バッグ検定 等 

（備考）（任意記載事項） 

令和 4 年度よりファッションクラフトデザイン学科からファッションクラフトデザイン

学科（3年制）に学科名称を変更 



  

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  ９ 人 ２ 人 27.3％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更・学業不振 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担当教員による補習・個人面談、上級教員による個人面談・カウンセリング等 

 

 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

服飾家政 
ファッショ

ン専門課程 

ファッションクラフ

トデザイン学科 

（2年制） 
○ ＿ 

修業 

年限 昼夜 

全課程の修了に必要な

総授業時数又は総単位

数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

 

２年 

 

 

 昼 

 

１８２０ 

単位時間 

５０単位

時間 

１２０ 

単位時間 

１６５０

単位時間 ＿ ＿ 

単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

４０人 １１人 ０人 １人 ６人 ７人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）（概要）技術・感性・知性の各々の要素のひとつひとつを培いながら、日本

の優れたものづくりに貢献できる、ファッション産業における雑貨製品の企画・製造

部門の専門人材を育成することを目標としている。 

雑貨製品の製造から流通に至る過程を、企業との連携によるプログラム等を活用しな

がら、作品の実製作から販売にいたるまで演習をとおして学修する。 
成績評価の基準・方法 

（概要） 
試験、提出課題、授業態度を評価する。 
 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

規定の出席日数を満たし、規定の課題を提出し、試験に合格する。 

学修支援等 

（概要） 

産業界と連携したプログラムを実施するため、企業等の見学を充実させるとともに素

材提供等の支援を受けている。 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 

就職者数 

（自営業を含

む。） 

その他 

 ３人 

（50％） 

０人 

   （0％） 

１人 

  （33.3％） 

２人 

（66.7％） 

（主な就職、業界等） 

アパレル企業、雑貨メーカー、専門店、小売業等 

（就職指導内容） 

ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝｾﾐﾅｰ、就職試験対策講座、卒業生ﾄｰｸｾﾐﾅｰ、校内企業ｾﾐﾅｰ、ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

ﾌｧｯｼｮﾝ色彩検定、ﾌｧｯｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽ検定、ﾌｧｯｼｮﾝ販売検定 等 

（備考）（任意記載事項） 

令和 4 年度よりファッション雑貨デザイン学科からファッションクラフトデザイン学科

（2年制）に学科名称を変更 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の

数 

中退率 

１１人 ３人     27.3％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更・学業不振 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担当教員による補習・個人面談、上級教員による個人面談・カウンセリング等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 
学科名 入学金 授業料 

（年間） 

その他 備考（任意記載事項） 

ﾌｧｯｼｮﾝ･ﾌﾟ

ﾛﾃﾞｭｰｽ学

科 

30 万円 81 万円 35 万円  

ﾄｯﾌﾟｸﾘｴｲﾀ

ｰ学科 
30 万円 81 万円 35 万円  

ﾌｧｯｼｮﾝｸﾘｴ

ｲﾀｰ学科 
30 万円 60 万円 35 万円  

ﾌｧｯｼｮﾝｸﾘｴ

ｲﾀｰｱﾄﾞﾊﾞﾝ

ｽ学科 

30 万円 60 万円 35 万円  

ﾌｧｯｼｮﾝﾋﾞ

ｼﾞﾈｽ学科 

ﾄｯﾌﾟﾏﾈｰｼﾞ

ﾒﾝﾄｺｰｽ 

30 万円 70 万円 35 万円  

ﾌｧｯｼｮﾝﾋﾞ

ｼﾞﾈｽ学科 

ｽﾀｲﾘｽﾄｺｰｽ 

30 万円 60 万円 35 万円  

ﾌｧｯｼｮﾝﾋﾞ

ｼﾞﾈｽ学科 

ﾌｧｯｼｮﾝﾋﾞ

ｼﾞﾈｽｺｰｽ 

30 万円 60 万円 35 万円  

ﾌｧｯｼｮﾝﾋﾞ

ｼﾞﾈｽ学科 

ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙﾌｧ

ｯｼｮﾝ・ﾋﾞ

ｼﾞﾈｽｺｰｽ 

30 万円 70 万円 35 万円  

ｽﾀｲﾘﾝｸﾞﾌｫ

ﾄ学科 
30 万円 81 万円 35 万円  

ﾌｧｯｼｮﾝｸﾗﾌ

ﾄﾃﾞｻﾞｲﾝ学

科 

（3 年制） 

30 万円 81 万円 35 万円  

ﾌｧｯｼｮﾝｸﾗﾌ

ﾄﾃﾞｻﾞｲﾝ学

科 

（2 年制） 

30 万円 60 万円 35 万円  

ﾌｧｯｼｮﾝｸﾘｴ

ｲﾀｰ夜間学

科 

10 万円 27 万円 19 万 5 千円  

修学支援（任意記載事項） 

 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 
http://www.uedagakuen.ac.jp/school.html 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 



  

卒業生、企業委員、地域関係者、学校関係有識者から構成される学校関係者評価委員

会を開催し、自己点検評価報告書に基づき、校長・各担当が学校の現況を説明し、学校

運営についての御意見を頂戴している。内容は教員全体会議で発表・検討し、改善に

活用している。 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

関西整染株式会社 

日比 吉彦 

令和元年４月１日

～令和６年３月３

１日 

（任期更新） 

企業関係者・卒業生 

大阪市北区商店会総連合会 副会長 

三島 保 

令和元年４月１日

～令和６年３月３

１日 

（任期更新） 

地域関係有識者 

一般社団法人 大阪自由大学理事長 

池田 知隆 

令和元年４月１日

～令和６年３月３

１日 

（任期更新） 

教育関係有識者 

学校関係者評価結果の公表方法   

（ホームページアドレス又は刊行物等の

名称及び入手方法） 
http://www.uedagakuen.ac.jp/school.html 
 

  

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

学校ホームページ URL: https://www.ucf.jp/ 
学園ホームページ URL: http://www.uedagakuen.ac.jp/ 
学校パンフレット HP、電話などで資料請求 

 

 

 
 

備考 この用紙の大きさは，日本産業規格Ａ４とする。 



（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

学校コード H127310000040

（備考）

内
訳

41人

24人

家計急変による
支援対象者（年間）

0人

174人

第Ⅱ区分

第Ⅲ区分

合計（年間）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したこ
とにより認定の取消しを受けた者の数

年間 0人

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が1人以上10人以下の場合に
は、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載するこ
と。

本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学の支
援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、第３号
に掲げる区分をいう。

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認
定の取消しを受けた者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

年間

174人

後半期

155人

92人

48人

15人

学校名

設置者名

上田安子服飾専門学校

学校法人上田学園

前半期

支援対象者（家計急変
による者を除く）

169人

104人第Ⅰ区分



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（備考）

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

右以外の大学等

後半期前半期年間

修業年限で卒業又は修了
できないことが確定

修得単位数が標準単位
数の５割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の５割以

下）

出席率が５割以下その他
学修意欲が著しく低い状

況

― ―

「警告」の区分に連続し
て該当

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の
処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数

計 11人 ―

―

退学 15人

３月以上の停学

年間計 15人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成績
が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められず、
遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含

む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修
業年限が２年以下のものに限る。）

0人 0人



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（備考）

（備考）

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学
生認定の効力の停止を受けた者の数

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の
効力の停止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

修得単位数が標準単位
数の６割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の６割以

下）

―

ＧＰＡ等が下位４分の１ ― ―

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

年間 前半期 後半期

計 42人 ―

出席率が８割以下その他
学修意欲が低い状況


